
デジタル時代に必要な文書情報マネージメン
トの考え方とツール適用方法について

～ 多様化したデータ保存先による混乱からAlfrescoを使った解決方法～

2021年6月22日(火) 15:00 ~ 16:00
リックソフト株式会社



⾃⼰紹介

自己紹介

• 2006年頃からOSSコンソーシアム、LBI (Linux Business 
Initiative)の理事として参加。

• 前職にてオープンソースのLinux-HA
（Heartbeat,Corosync,Pacemaker,DRBDなど）、ECM
（Alfresco）、ITSM（OTRS）、BI（JasperSoft、
Pentaho）、メールシステム全般などのマーケティング、営業
を9年間担当。
リックソフトのAlfrescoパートナー契約締結を機会に入社。

• 2018年から日本文書情報マネジメント協会（JIIMA）のECM
部会に加入、現在、DXコンセプト立案委員会の理事として、
先進的なコンテンツ管理ツールについて調査をしている。

• リックソフト株式会社では、新規事業の立ち上げをミッショ
ンとするソリューション３部の責任者を務めている。

リックソフト株式会社

ソリューション3部
ゼネラルマネージャー

大塚和彦



これまでのコンテンツ管理／情報管理の限界
次に何をすべきか



いま起きている
変化

「働き方改革」や「デジタルトランスフォーメーション（DX）」で

ファイルサーバーローカルディスク 文書管理システム

旧来の情報管理方法

リモートワーク推進

ペーパーレス化

電子署名

プロセス自動化

電子帳簿保存法の改正

データ保存先の多様化

チャットツール

コラボレーションツール

ナレッジマネージメント

情報共有ツール

多様化するツール

変化するビジネス要求
ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果



外資系ECM

オフィスソフトに付属の
文書管理機能

業務アプリケーション
やミドルウェアに付属
の文書管理機能

日系文書管理システ
ム

ワークフロー
BPMS /BRMS

オフィスソフトに付属
の保存先

メールやコミュニケー
ションツールの保存先

専業ベンダーの保存先

ファイル転送サービス

コラボレーションツー
ル

ファイルサーバー

ローカルドライブ
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いま起きている
変化

保存先の多様化、保存先同士は連携や統合していない場合が多い

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果
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ションツールの保存先
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ファイルサーバー
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外資系ECM

オフィスソフトに付属の
文書管理機能

業務アプリケーション
やミドルウェアに付属
の文書管理機能

日系文書管理システ
ム

ワークフロー
BPMS /BRMS

オフィスソフトに付属
の保存先

メールやコミュニケー
ションツールの保存先
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ファイルサーバー
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外資系ECM

オフィスソフトに付属
の文書管理機能

業務アプリケーション
やミドルウェアに付属
の文書管理機能

日系文書管理システ
ム

ワークフロー
BPMS /BRMS

オフィスソフトに付属の
保存先

メールやコミュニケー
ションツールの保存先

専業ベンダーの保存先

ファイル転送サービス
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ル

ファイルサーバー
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ツギハギで対応してきたことで日本の文書 / コンテンツ管理は混沌（カオス）に
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いま起きている
変化

保存先の多様化、保存先同士は統合していない

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

活文(日立など）Documentum
OpenText
Hylandなど

LotusNotes
SAPなど

Sharepoint

Office365

Box
Dropboxなど

Gmail
Outlook
Slack
Teams

FileSystem

ツギハギで対応してきたことで日本の文書 / コンテンツ管理は混沌（カオス）に



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

2017年にガートナー社より「ECMは終焉を迎えた」と発表がありました。

https://blogs.gartner.com/michael-
woodbridge/the-death-of-ecm-and-birth-of-
content-services/

情報元：ガートナー社

1. 法令順守とリスク管理
2. ビジネス知識の保持と普及
3. コストとプロセスの効率
4. イノベーションと新しい働き方

終焉した理由は、ECMの達成目標であった

単一の保存先をベースとする集中型のコンテンツ管理では目標は達成できなく
なったという理由です。

コンテンツ管理
の

現状や課題は
大きく変化

ECMが消えた理由



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

これからのコンテンツ管理の概念（全体）

アイデアなど コラボレーション

エンゲージメント重視 プロセス重視 ガバナンス重視

オペレーション 記録・履歴

デジタル・ワークプレイス デジタル・ビジネス

デジタル・トランスフォーメーション



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

アイデアなど コラボレーション

個人 チーム 組織

オペレーション 記録・履歴

コンテンツ
コラボレーション
プラットフォーム

コンテンツ・サービス
プラットフォーム

デジタル・トランスフォーメーション

• 承認 • 法令遵守・規定遵守• 属性付与
• 情報価値判断など

• 個人ナレッジ
• アイデア
• 下書き / 作成中ファイル
• メモなど

CCP領域（コラボレーション系） CSP領域（文書管理系）

これからのコンテンツ管理の概念（プロセス部分）



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

これからのコンテンツ管理の概念（保存先、リポジトリ部分）

個人フォルダ コラボレーション

個人 チーム 組織

業務システム 記録・履歴

コンテンツの管理ルール・仕組み
～ 統一した仕組みへの統合 ～

デジタル・トランスフォーメーション

• 承認 • 法令遵守・規定遵守• 属性付与
• 情報価値判断など

• 個人ナレッジ
• アイデア
• 下書き / 作成中ファイル
• メモなど

SAP
Salesforce
ServiceNow
Microsoft Dynamics



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

いまの課題を根本解決する・・・概念を具現化するための方法論を提供

デジタル情報管理のベストプ
ラクティス

個⼈ チーム 組織
①ICTツール名 ①ICTツール名 ①ICTツール名

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

③管理単位同⼠の連携

③管理単位同⼠の連携

④通知・お知らせ

ICTツール名もしくは⼿法を記載

ICTツール名もしくは⼿法を記載

ICTツール名もしくは⼿法を記載

CCP領域 CSP領域



いま起きている
変化

ECMが消えた理由

これからのコンテ
ンツ管理の概念

いまの課題を根本
解決する

ツギハギで対応し
た結果

いまの課題を根本解決する

CCP領域 CSP領域

Network Drives
Box

OneDrive
Google Drive

IBM Lotus Notes
Microsoft Outlook
Microsoft Online

Microsoft  Exchange

Microsoft Teams
Slack

Offcie365
Microsoft Dynamics

SAP
ServiceNow
Salesforce

業務システム

コラボレーションツール

法令遵守
稟議承認

Alfrescoで統合して利用する



日本のコンテンツ管理の課題を解決する方法
〜 Alfrescoの活用方法 〜



Alfrescoが求
められる理由

Alfrescoが求められる理由・・・・・先進的なプラットフォーム

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

CSP市場では、「CHALLENGERS」から一気に
「LEADERS」へランクアップした。

業界では第3位のポジションとなっている。

インテグレーショ
ン

⾃動化

注目ポイント

①：複数の保存先（複数リポジトリ）に対応している
のはAlfrescoだけである。

②レガシーなECMは、徐々にリーダーから外れはじめ
ている。

③単一なリポジトリを推進しているツールは伸び悩ん
でいる。

④やっぱり強いOffice365

図は投影のみ



Alfrescoが求
められる理由

Alfrescoが求められる理由・・・・・導入実績

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

ユーザー数

28 million+
企業数

1300+
更新率

90%

グローバル顧客ロゴは投影のみ

▼Hyland社が公開しているAlfresco事例はこちら
https://www.alfresco.com/customers



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

シンプルでわかりやすいインターフェース
Simple

Alfresco Share

• シンプルで簡単なファイル操作 ︓Alfresco Digital Workspace
• Alfrescoのフル機能を利⽤できる︓Alfresco Share

Alfresco Digital Workspace



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

プロセスを⾒える化するダッシュボード
Alfresco Shareでは、チームが利⽤する「サイト」と「個⼈」のダッシュボードがあり、それぞ
れのコンテンツのアクティビティを確認できます。

個⼈のダッシュボード

サイト（チーム）のダッシュボード

Simple



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

プロセスごとの視点で情報にアクセス
Smart

Alfresco Content Serviceには、様々な視点でコンテンツにアクセス
できる「スマートフォルダ」機能があります。

製品 A (リリース済):
• プレスリリース
• データシート
• FAQ（作成中）

製品B (開発中):
• プレスリリース
• データシート
• FAQ（作成中）

プレスリリース
• 製品 A 
• 製品 B

データシート
• 製品 A
• 製品 B

リリース済コンテンツ
製品 A
• プレスリリース
• データシート

実際のファイル構造 スマートフォルダ

• メタデータとタグを使ってデータをグループ化
• 検索クエリの結果、合致するコンテンツがフォルダに⼊っている、論理的なビューを提供
• フォルダの構造に依らない、必要に応じたグルーピング構造を、ビジネスニーズに応じて提供

• メタデータの継承
• ドキュメントをスマートフォルダに追加すると、メタデータを継承。より簡単に分類

属性（メタデータ）
ラベル・タグ
などで仮想フォルダ化



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

Smart

AlfrescoをフロントUIで利用し、バックグラウンドでは60 種類を超える保
存先（リポジトリ）が統合できる



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

すべての入り口は「Alfresco」で管理できる。

AlfrescoをフロントUIで利用し、バックグラウンドでは60 種類を超える保存先（リ
ポジトリ）が統合できる

Smart



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

プロセスの⾃動化を⽀援するルール機能
Smart

Alfresco Content Serviceには、フォルダにルールを設定することができます。
ルールを設定したフォルダに情報を保存するだけで、設定されたルールにもとづいて動作が⾏われ
ます。

例として⼈⼯知能（AI）クラウドサービスと統合することで⾃動的にタグやメタデータを付与し、
その結果から⾃動処理させることも可能です。

ルールの例



Alfrescoが求
められる理由

⽤途に合わせたUI

多様な視点で情報
を発⾒する

多種多様な保存先
に対応

インテグレーショ
ン

⾃動化

AlfrescoのAPIを利用して、多彩なインテグレーション
コネクタ名称 概要

Alfresco ODBC Driver Alfresco にODBC インターフェースで双⽅向データ連携
Alfresco JDBC Driver Alfresco にJDBC インターフェースで双⽅向データ連携
lfresco ADO.NET Provider Alfresco に.NET アプリからの双⽅向データ連携を実現
Alfresco Python Connector Python からAlfresco データを⾃在に読み・書き・更新

Alfresco SSIS Components
SQL Server にリアルタイムAlfresco データをSSIS ワークフロー経由で連携できるパワフルなSSIS
Component。

Alfresco BizTalk Adapter Alfresco 向けエンタープライズBizTalk アダプター
Alfresco Connector for MuleSoft 標準SQL 準拠のMuleSoft Alfresco コネクタ
Excel Add-In for Alfresco Excel からAlfresco データに接続

Alfresco Power BI Connector
Power BI からAlfresco のリアルタイムデータに簡単に連携し、ビジュアライズ、分析やレポーティ
ングを実現。

Alfresco Tableau Connector
Tableau からAlfresco データにシームレスに連携してリアルタイムデータのビジュアライズと分析
を実現。

Alfresco PowerShell Cmdlets
Alfresco データにリアルタイム連携可能なPowerShell Cmdlets。SQL Server などのDB と同感覚で
使えるCmdlets でAlfresco のFiles、Folders、Users、Groups、Sites、Tags に簡単にアクセス。

Alfresco FireDAC Components
Alfresco のFiles、Folders、Users、Groups、Sites、Tags にデータ連携するJava アプリケーショ
ンを簡単に構築。

Alfresco Data Sync Replicate Alfresco to on-premise or cloud databases with CData Sync

※リックソフト株式会社はCData Software社のパートナーです。

h0ps://www.cdata.com/jp/drivers/alfresco/#secCon-dv-anchor



RS式コンテンツ管理における導入支援サービス



サービスの流れ

はじめの⼀歩

なぜサービス利⽤が
必要か？

ツールの継続的な価値提供を実現するサービス

計画

設計
実
装

テスト

リリ
ース

評価・分析

運
用

トレーニング

導入支援サービス

活用支援サービス
- ガイドライン作成
- 運用ポリシー作成
- 命名規則、申請ルール、
アーカイブルールなど

活用支援サービス
- ヘルプデスク

ガイドラインやルールにも
とづいて運用を行う。

新しい課題や要望、ギャッ
プなどを分析

運用支援サービス

運用支援サービス
- ヘルプデスク

導入支援サービス

導入支援サービス



サービスの流れ

コラボレーション
ツールが求めている
のは有機的組織。

なぜサービス利⽤が
必要か？

はじめの⼀歩



サービスの流れ

なぜサービス利⽤が
必要か？

でも日本の組織って機械的な組織ですよね？

現実は機械的な組織

はじめの⼀歩



サービスの流れ

なぜサービス利⽤が
必要か？

デジタル情報管理のベストプ
ラクティス
作成：リックソフト株式会社

個⼈ チーム 組織
①ICTツール名 ①ICTツール名 ①ICTツール名

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

②情報もしく業務名 ○ or △ or × ○ or △ or × ○ or △ or ×

③管理単位同⼠の連携

③管理単位同⼠の連携

④通知・お知らせ

ICTツール名もしくは⼿法を記載

ICTツール名もしくは⼿法を記載

ICTツール名もしくは⼿法を記載

組織構造、情報もしくは業務、ICTツールの洗い出しを行います。
当社による導入プロセスにもとづいて導入を行います。

機械的組織をコラボレーションツールに適用されるには、使い方を定義する必要があり
ます。

はじめの⼀歩



サービスの流れ

なぜサービス利⽤が
必要か？

はじめの一歩

はじめの⼀歩

h0ps://alfresco.ricksoG.jp/

まずはAlfrescoについてご相談をしてください。



デジタルトランスフォーメーション（DX）や
ビジネスアジリティにご興味がございましたら
ぜひリックソフト株式会社へご相談ください。

ウェブサイト🏠 https://www.ricksoft.jp/
お問い合わせ窓口✍ https://alfresco.ricksoft.jp/inquiry/

その他お問い合わせ先📧 mkt@ricksoft.jp

ご清聴いただきまして誠にありがとうございました。

https://www.ricksoft.jp/
https://alfresco.ricksoft.jp/inquiry/

